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「
国
語
教
育
研
究
」
第
六
十
四
号
（
令
和
五
年
三
月
刊
）

一

は
じ
め
に

本
稿
は
、「
論
理
国
語
」
教
科
書
に
つ
い
て
、
単
元
編
成
と
「
学
習
の
手
引

き
」（
以
下
︿
手
引
﹀
と
略
記
）
に
着
目
し
て
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の

両
点
の
分
析
は
、
今
期
（
2
0
2
3
年
度
使
用
開
始
）
の
「
論
理
国
語
」
教
科

書
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
本
科
目
の
授
業
実
践
の
充
実
を
図
る

た
め
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

二

研
究
資
料

（
一
）
本
稿
の
検
討
対
象
と
し
た
教
科
書

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
っ
て
、
高
等
学
校
国
語
科
の
科
目
編
成
に
は
、

約
40
年
振
り
の
大
き
な
変
更
が
行
わ
れ
た
。「
現
代
文
Ａ
・
Ｂ
」
の
学
習
内
容
は
、

新
科
目
「
論
理
国
語
」「
文
学
国
語
」
に
分
割
し
て
継
承
さ
れ
た
。

最
終
期
（
2
0
1
7
年
度
検
定
）
の
「
現
代
文
Ｂ
」
教
科
書
の
発
行
数
は
、

9
社
21
種
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
論
理
国
語
」
は
8
社
13
種
、「
文
学

国
語
」
は
8
社
11
種
の
公
刊
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
1
社
の
減
は
、
教
育
出
版

が
、
高
等
学
校
の
国
語
科
教
科
書
か
ら
は
撤
退
し
た
こ
と
に
よ
る
（
同
社
は
、

小
中
学
校
の
国
語
科
は
継
続
。
高
等
学
校
は
、
音
楽
・
書
道
の
み
を
発
行
）。

表
1
は
、「
論
理
国
語
」
教
科
書
の
一
覧
で
あ
る
。
東
書
「
新
編
論
理
国
語
」

7
0
1
~
桐
原
「
探
求
論
理
国
語
」
7
1
3
ま
で
教
科
書
番
号
順
に
示
し
た
。

「
論
理
国
語
」
教
科
書
の
活
用
方
法
の
研
究

︱
︱「
単
元
編
成
」
と
「
学
習
の
手
引
き
」
に
着
目
し
た
教
科
書
分
析
を
通
し
て
︱
︱

玉

木

雅

己

表 1

教科書会社 教科書名

東　書 新編 論理国語

東　書 精選 論理国語＊

三省堂 精選 論理国語＊

三省堂 新 論理国語

大修館 論理国語＊

大修館 新編 論理国語

数　研 精選 論理国語

数　研 論理国語＊

明　治 精選 論理国語＊

筑　摩 論理国語＊

第　一 高等学校 論理国語＊

第　一 高等学校 標準論理国語

桐　原 探求 論理国語＊
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本
稿
で
は
、
各
社
と
も
1
種
類
の
教
科
書
を
研
究
資
料
と
し
た
。
複
数
教
科

書
を
発
行
す
る
5
社
は
、
学
習
内
容
が
高
度
な
方
を
選
ん
だ
。
具
体
的
に
は
、

表
1
で
＊
を
付
し
た
8
冊
で
あ
る
（
以
下
、
表
1
中
の
教
科
書
会
社
名
を
、
各

教
科
書
の
略
称
と
し
て
使
用
す
る
）。
今
回
、
こ
の
8
冊
を
選
ん
だ
の
は
、「
論

理
国
語
」
の
標
準
的
な
学
習
内
容
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
教
科
書
検
定
前
で
あ
る
た
め
、
2
0
2
2
年
度
に
勤
務
校
に
配
布
さ
れ

た
見
本
本
を
使
用
し
て
分
析
を
行
っ
た
。

表
1
で
網
掛
け
を
施
し
た
5
冊
は
、
研
究
資
料
と
は
幾
分
異
な
る
性
格
を
持

つ
。
研
究
資
料
に
比
べ
る
と
、
平
明
な
教
材
を
多
目
に
収
録
す
る
。
さ
ら
に
、

学
習
へ
の
動
機
付
け
の
た
め
の
工
夫
も
多
く
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
5
冊
の
分
析

に
よ
っ
て
、
教
科
書
編
集
者
が
、「
論
理
国
語
」
の
学
習
に
は
、
ど
の
よ
う
な
困

難
が
あ
る
と
予
想
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
こ

の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
二
）
研
究
資
料
の
概
観

ア

表
2
の
各
項
目

表
2
は
、
研
究
資
料
の
数
量
的
な
実
態
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
表
で
は
、

上
か
ら
単
元
数
が
多
い
順
に
並
べ
た
。
同
数
の
場
合
は
、
教
材
数
が
多
い
方
を

上
位
に
し
た
。
表
2
中
の
各
項
目
名
は
論
者
に
よ
る
。
以
下
、
表
中
の
項
目
を

意
味
す
る
場
合
に
は
、︿

﹀
を
付
し
て
示
す
。

︿
単
元
﹀
は
、
読
む
こ
と
・
書
く
こ
と
の
学
習
を
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
た
単

元
の
数
で
あ
る
。

︿
教
材
﹀
と
︿
補
助
教
材
﹀
は
、
各
単
元
を
構
成
す
る
文
章
の
数
で
あ
る
。
両

者
と
も
筆
者
・
出
典
を
明
記
し
た
文
章
に
限
定
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
後
者
は
、

各
単
元
の
︿
教
材
﹀
と
関
連
的
な
学
習
を
行
う
役
割
を
担
う
。
そ
の
大
半
は

1
~
2
頁
程
度
の
短
い
文
章
で
あ
る
。

︿
参
考
・
関
連
﹀
は
、
教
科
書
編
集
者
が
執
筆
し
た
解
説
文
で
あ
る
。
単
元
内

に
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
隣
接
す
る
単
元
・
教
材
に
補
足
説
明
を
加

え
る
。
名
称
は
「
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」「
評
論
の
し
る
べ
」「
論
理
（
表
現
）

の
窓
」
他
、
様
々
で
あ
る
。
内
容
・
性
質
・
分
量
も
一
様
で
は
な
い
。

今
回
は
、
読
書
案
内
は
、
大
修
館
・
第
一
の
み
を
︿
参
考
・
関
連
﹀
に
含
め

た
。
両
者
は
、
単
元
内
容
の
解
説
文
と
し
て
機
能
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

︿
資
料
﹀
も
、
教
科
書
編
集
者
に
よ
る
解
説
文
で
あ
る
。︿
参
考
・
関
連
﹀
と

は
異
な
り
、
各
単
元
か
ら
は
完
全
に
独
立
し
た
形
で
、
教
科
書
の
巻
末
等
に
設

定
さ
れ
て
い
る
。
論
理
的
文
章
の
特
徴
・
読
み
方
・
書
き
方
、
探
究
活
動
の
方

法
、
評
論
用
語
の
意
味
内
容
等
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を
行
う
。

︿
資
料
﹀
は
、
そ
の
他
の
項
目
と
は
異
な
り
収
録
数
を
示
す
の
は
難
し
い
。
そ

の
た
め
、
表
2
で
は
、
頁
数
の
合
計
と
、
総
頁
数
に
占
め
る
比
率
を
示
し
た
。

イ

各
研
究
資
料
の
編
集
方
針
の
概
観

表
2
は
、
各
研
究
資
料
の
編
集
方
針
︱
︱「
教
材
集
」
と
「
解
説
書
」
の
ど
ち

ら
を
志
向
す
る
か
︱
︱
を
顕
著
に
表
し
て
い
る
。
表
2
で
は
、
後
者
に
該
当
す

る
研
究
資
料
に
は
網
掛
け
を
施
し
た
。

先
ず
、
筑
摩
と
三
省
堂
か
ら
は
、
教
材
集
に
徹
す
る
と
い
う
姿
勢
を
強
く
感

じ
る
。
筑
摩
の
︿
教
材
﹀
は
、
平
均
値
よ
り
10
以
上
多
い
。
そ
の
一
方
、︿
補
助

教
材
﹀︿
資
料
﹀
は
認
め
ら
れ
な
い
。
三
省
堂
は
、
筑
摩
よ
り
︿
教
材
﹀
は
少
な

い
が
、︿
補
助
教
材
﹀
は
か
な
り
多
い
。
こ
れ
は
、
全
単
元
に
、
見
開
き
2
頁
程

度
の
︿
補
助
教
材
﹀
1
~
2
編
を
配
置
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

桐
原
は
、︿
単
元
﹀︿
教
材
﹀
と
も
最
多
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
評
論
解
析
」
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（
評
論
を
読
み
解
く
た

め
の
着
眼
点
「
解
析
マ

ス
タ
ー
」
の
習
得
を
目

的
と
す
る
）
3
、「
実

社
会
」（
実
用
文
4
と

評
論
教
材
等
で
構
成
）

2
、「
論
文
を
読
む
︱

文
学
と
人
間
」（
小
説

の
作
品
論
3
）
等
、
解

説
的
な
性
格
が
強
い
独

自
単
元
を
多
く
設
定
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
6
単
元
を
除
け

ば
、︿
単
元
﹀︿
教
材
﹀

は
そ
れ
ほ
ど
突
出
し
た

数
値
に
は
な
ら
な
い
。

大
修
館
、
明
治
も
、

︿
教
材
﹀
が
多
く
、︿
資

料
﹀
の
比
率
は
低
い
。

数
研
の
︿
補
助
教

材
﹀
は
、︿
教
材
﹀
と
同
程
度
の
分
量
を
持
つ
文
章
が
多
い
。
両
者
の
収
録
数
を

合
計
す
る
と
、「
教
材
集
」
の
性
格
が
強
い
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
東
書
は
、︿
資
料
﹀
と
︿
参
考
・
関
連
﹀
が
、
教
科
書
全
体
の
約
3
分

の
1
を
占
め
る
。
解
説
書
と
し
て
の
性
格
が
極
め
て
強
い
。

第
一
も
、︿
資
料
﹀
と
︿
参
考
・
関
連
﹀
の
分
量
が
多
い
。
解
説
書
的
な
性
格

を
持
つ
教
科
書
で
あ
る
と
い
え
る
。

三

単
元
編
成
の
検
討

「
論
理
国
語
」
教
科
書
は
、
基
本
的
に
は
、
評
論
・
論
説
教
材
と
実
用
文
で
構

成
さ
れ
る
（
後
述
の
通
り
、
桐
原
は
例
外
的
に
文
学
教
材
を
収
録
）。
そ
れ
ゆ
え
、

単
元
編
成
は
主
題
別
が
基
本
と
な
る
。「
論
理
国
語
」
教
科
書
全
13
種
の
う
ち
、

文
種
別
単
元
は
、
第
一
と
桐
原
だ
け
に
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
時
代
別
単
元
は

存
在
し
な
い
（「
文
学
国
語
」
で
は
複
数
教
科
書
に
残
っ
て
い
る
）。

（
一
）
教
材
の
比
べ
読
み
（
読
み
比
べ
）
を
目
的
と
す
る
単
元

研
究
資
料
で
は
、
比
べ
読
み
を
目
的
と
す
る
単
元
が
積
極
的
に
設
定
さ
れ
て

い
る
。
表
3
に
は
、
そ
の
学
習
目
的
が
、
目
次
そ
の
他
に
明
記
さ
れ
て
い
る
も

の
だ
け
を
示
し
た
（
○
内
は
単
元
数
）。

表 2 単元 教材 補助
教材

参考・
関連

全体の
ページ数

資料
ページ数

資料の
比率

桐 原 22 50 5 17 416 11 3％
筑 摩 17 49 0 15 447 0 0％
三省堂 16 41 23 0 432 36 8％
大修館 16 39 3 32 429 27 6％
明 治 15 39 5 27 424 10 2％
第 一 15 30 0 27 384 58 15％
数 研 14 30 12 24 423 47 11％
東 書 13 29 0 32 399 97 24％

平 均 16 38 6 22 419 36 9％

表 3

第
一
・
読
み
比
べ
③

実
用
文
②[
単
元
主
題
に
関
す
る
二
教
材
の
比
較
]

明
治
・
読
み
比
べ
③[
直
前
の
教
材
と
の
比
較
]

数
研
・
探
究
の
扉
︱
比
べ
読
み
④[
関
連
す
る
直
前
教
材
と
の
比
較
]

東
書
・
文
章
を
読
み
比
べ
て
考
え
る
単
元
②[
単
元
扉
等
に
明
記
]

桐
原
・
境
界
を
超
え
て
︱
自
他
・
文
学
・
人
間
①

・
評
論
解
析
Ｃ
見
解
を
比
べ
る
[
二
教
材
の
見
解
の
比
較
]

・︿
知
﹀
の
深
化
③[
小
説
教
材
と
の
読
み
比
べ
]

・︹
参
考
︺
②[
関
連
す
る
評
論
・
小
説
の
一
部
を
引
用
]
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こ
こ
で
は
、
第
一
、
明
治
、
東
書
の
内
容
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

先
ず
、
第
一
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
の
3
単
元
を
設
定
す
る
。
第
一
の
そ
の
他
の
単
元
は
、
全
て
文
種
別

で
あ
る
。
読
み
比
べ
の
3
単
元
の
独
自
性
は
際
立
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
高
い
読
解
力
を
要

求
す
る
教
材
で
単
元
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

は
、
次
の
二
教
材
か
ら
な
る
。

「
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
改
革
と
地
域
振
興
」
鳥
塚
亮

「
重
装
備
農
業
か
ら
の
脱
却
」
藤
原
辰
史

両
者
は
、
現
代
日
本
の
企
業
・
産
業
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
と
改
善
策
を
論
じ

る
。
前
者
は
、
い
す
み
鉄
道
の
観
光
資
源
的
な
価
値
に
着
目
し
て
、
地
域
改
革

の
あ
り
方
を
説
く
。
後
者
は
、
世
代
間
倫
理
と
い
う
観
点
か
ら
、
化
石
燃
料
に

依
拠
し
な
い
農
業
の
可
能
性
を
追
究
す
る
。

第
一
の
実
用
文
（
一
）・（
二
）
も
、「
読
み
比
べ
」
を
意
識
し
た
教
材
を
準
備

す
る
。
た
と
え
ば
、
実
用
文
（
二
）「
日
本
の
雇
用
形
態
に
関
わ
る
文
章
と
資
料

を
読
み
比
べ
る
」
は
、
次
の
2
つ
の
資
料
で
構
成
さ
れ
る
。

資
料
Ａ
「
公
共
図
書
館
司
書
の
悲
痛
な
叫
び
」
渡
辺
百
合
子

資
料
Ｂ
「
公
共
図
書
館
に
お
け
る
非
正
規
雇
用
職
員
に
関
す
る
実
態
調

査
結
果
」
日
本
図
書
館
協
会
[
含
・
グ
ラ
フ

図
表
6
種
]

実
用
文
（
二
）
は
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
続
け
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
両

者
を
ま
と
め
た
「
持
続
可
能
性
」
と
い
う
主
題
単
元
も
構
想
で
き
る
。

次
に
、
明
治
で
は
、
次
の
①
~
③
の
下
側
の
教
材
に
、
目
次
で
読
み
比
べ
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
①
~
③
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
単
元
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

①
水
墨
画
入
門
（
島
尾
新
）

白
（
原
研
哉
）

②
貨
幣
は
言
語
で
あ
る
（
丸
山
圭
三
郎
）
経
済
学
の
宇
宙
（
岩
井
克
人
）

③
歴
史
を
哲
学
す
る
（
野
家
啓
一
）

史
学
概
論
（
遅
塚
忠
躬
）

こ
れ
ら
は
、
①
同
一
題
材
の
分
析
、
②「
貨
幣
／
言
語
／
法
」
の
類
似
点
に
着

目
し
た
評
論
、
③
野
家
啓
一
の
歴
史
観
を
述
べ
た
文
章
と
、
そ
れ
を
批
判
す
る

文
章
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
明
確
な
観
点
か
ら
の
比
べ
読
み
が
可
能
で
あ
る
。

最
後
に
、
東
書
「
メ
デ
ィ
ア
を
問
い
直
す
」
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
現
代

社
会
で
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
書
物
を
、
ど
う
と
ら
え
れ
ば
良
い
の
か
と
い
う

問
題
を
検
討
す
る
。
3
教
材
と

も
、
今
日
的
な
問
題
意
識
を
反

映
し
た
分
析
・
提
言
を
行
う
。

現
今
の
学
校
現
場
で
は
、
紙
の

教
科
書
と
電
子
機
器
が
併
存
し
、
授
業
に
関
す
る
試
行
錯
誤
が
続
い
て
い
る
。

本
単
元
は
、
こ
の
現
状
の
把
握
と
評
価
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

と
こ
ろ
で
、
単
元
学
習
は
、
本
来
的
に
は
、
単
元
内
の
各
教
材
を
相
互
に
関

連
さ
せ
て
学
習
す
る
も
の
で
あ
る
。
表
3
の
各
例
の
よ
う
に
、
特
定
の
単
元
・

教
材
だ
け
で
読
み
比
べ
を
行
う
こ
と
を
強
調
す
る
の
は
多
少
疑
問
を
感
じ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
単
元
の
ま
と
ま
り
を
意
識
し
て
学
習
を
進
め
よ
う
と

い
う
、
教
科
書
編
集
者
の
意
図
を
感
じ
る
事
例
も
認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
読

み
比
べ
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
表
3
か
ら
は
除
い
て
い
る
。

三
省
堂
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
単
元
主
題
に
沿
っ
た
補
助
教
材
（「
コ
ラ

ム
」
16
、「
学
び
を
広
げ
る
」
7
）
を
、
全
単
元
に
収
録
し
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、︿
教
材
﹀
と
は
異
な
る
視
点
の
提
示
に
成
功
し
て
い
る
。

・
お
じ
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
（
宇
野
常
寛
）

・
書
物
の
近
代
（
紅
野
謙
介
）

・
読
み
書
き
す
る
身
体
（
港
千
尋
）
東
書
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明
治
は
、
各
教
材
の
︿
手
引
﹀
に
加
え
て
、「
単
元
の
言
語
活
動
」
と
い
う

︿
手
引
﹀
を
全
単
元
に
設
定
す
る
。
こ
れ
は
、
各
単
元
を
構
成
す
る
教
材
を
関
連

さ
せ
て
、
学
習
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
︿
手
引
﹀
は
、

読
み
比
べ
に
つ
な
が
る
補
助
教
材
を
多
く
含
む
（
6
／
15
単
元
）。
こ
れ
ら
の
補

助
教
材
は
、
三
省
堂
と
は
異
な
り
、
目
次
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
他
、
大
修
館
、
数
研
は
、
複
数
の
単
元
の
︿
手
引
﹀
で
、
単
元
内
容
と

関
連
す
る
補
助
教
材
を
提
示
す
る
。

た
と
え
ば
、

数
研
「
社
会

の
枠
組
み
」

は
、
評
論
2

教
材
の
︿
手

引
﹀
の
中
に
、

実
に
多
様
な

補
助
教
材
を

盛
り
込
む
こ

と
で
、
学
習
内
容
の
重
層
化
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。

（
二
）
主
題
探
究
の
た
め
の
新
発
想
の
単
元

各
研
究
資
料
に
は
、
清
新
な
主
題
単
元
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
教
材
ど
う
し

を
丁
寧
に
読
み
比
べ
、
探
究
的
に
学
習
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
論
理
的
な

認
識
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
い
く
ら
か
事
例
を
挙
げ
て
み
る
。

現
代
社
会
に
潜
む
問
題
点
に
対
し
て
、
高
校
生
が
日
常
的
に
は
持
ち
得
な
い

視
点
か
ら
考
察
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な
教
材
は
、
こ
れ
ま
で
も
高
等
学
校
国
語

科
教
科
書
に
は
多
く
収
録
さ
れ
て
き
た
。
研
究
資
料
で
は
、
そ
れ
ら
を
巧
み
に

組
み
合
わ
せ
た
独
創
的
な
主
題
単
元
が
幾
つ
も
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

筑
摩
「
現
代
と
い
う
課
題
」
は
、
日
常
に
潜
む
問
題
の
所
在
に
気
付
く
た
め

に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ホ
モ
ソ
ー

シ
ャ
ル
、
ト
リ
ア
ー
ジ
、
国
家

権
力
と
い
う
硬
質
な
観
点
か
ら

検
討
を
行
う
。
船
木
と
杉
田
の

文
章
は
、
と
も
に
生
存
権
に
言
及
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
の
比

べ
読
み
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

明
治
「
平
等
・
制
度
」
は
、
平
等
な
社
会
の
実
現
と
い
う
主
題
を
設
定
す
る
。

平
等
の
分
類
、
税
負
担
、

社
会
保
障
と
い
っ
た
政
治

学
的
な
観
点
か
ら
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

筑
摩
と
明
治
の
両
単
元
は
、「
政
治
的
教
養
の
教
育
」
に
密
接
に
繋
が
る
内
容

を
備
え
て
い
る
。

認
知
・
哲
学
も
、
今
期
、
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
主
題
で
あ
る
。

大
修
館
「
思
考
の
枠
組
み

︱
認
識
や
行
動
の
違
い
は
何

か
ら
生
ま
れ
る
の
か
？
」
は
、

情
報
の
受
容
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
視
覚
的
な
認
識
方
法

に
つ
い
て
論
じ
た
文
章
を
集
め
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
単
元
の
「
ス
キ
ー
マ
と
記
憶
」
の
本
文
は
、
筆
者
自
身
が
、
原
典
を
教

・「
で
あ
る
」
こ
と
と
「
す
る
」
こ
と
（
丸
山
真
男
）

︿
手
引
﹀「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
に
掲
載
の
高
校
生
の
投
稿

　
　
　
　

投
稿
に
対
す
る
鷲
田
清
一
の
回
答

　
　

ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
「
近
代
」
と
は
何
か

・
人
は
な
ぜ
働
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
（
小
浜
逸
郎
）

︿
手
引
﹀
資
料
図
（
グ
ラ
フ
）「
新
入
社
員
の
働
く
目
的
」

　
　
　
　
　
「
何
の
た
め
に
「
働
く
」
の
か
」
姜
尚
中

　
　
　
　
　

教
科
書
編
集
者
に
よ
る
意
見
文　
　
　

数
研

・
憲
法
へ
の
招
待
（
渋
谷
秀
樹
）　　

明
治

・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
平
等
（
齋
藤
純
一
）

＊
人
口
減
少
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
（
広
井
良
典
）

・
ス
キ
ー
マ
と
記
憶
（
今
井
む
つ
み
）

・
絵
を
見
る
技
術
（
秋
田
麻
早
子
）

・
デ
ジ
タ
ル
地
図
か
ら
見
え
る
世
界

　
　
　
　
　
　
　
（
松
岡
慧
佑
）
大
修
館

・
男
の
絆
、
女
た
ち
の
沈
黙
（
尹
雄
大
）

・
ト
リ
ア
ー
ジ
社
会
（
船
木
亨
）

・
権
力
と
は
何
か
（
杉
田
敦
）
筑
摩
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科
書
用
に
書
き
直
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
原
典
を
教
材
化
し

た
の
が
、
明
治
「
哲
学
・
認

知
」
で
あ
る
。
両
単
元
の
今
井

の
文
章
は
、
題
名
は
大
き
く
異

な
る
が
、
中
心
的
な
内
容
に
は
重
な
り
が
大
き
い
。

明
治
の
野
矢
茂
樹
「
猫
は
哲
学
す
る
か
」
は
、
大
修
館
「
言
語
の
探
究
︱
言

葉
と
認
識
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
？
」
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
3
単
元
は
、
あ
る

文
章
の
教
材
化
の
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
が

考
え
ら
れ
る
と
い
う
創
造
的

な
提
案
例
と
し
て
受
け
止
め

ら
れ
よ
う
。

表
4
は
、
研
究
資
料
に
お

け
る
筆
者
の
延
べ
収
録
数
の

上
位
15
名
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
表
は
、
教
科
書
編

集
者
が
、
教
材
選
択
に
あ

た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
共
通

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
の

か
を
推
測
さ
せ
る
。

そ
の
中
で
も
、
野
矢
茂
樹

は
、
丸
山
真
男
・
夏
目
漱

石
・
清
岡
卓
行
等
の
定
番
教
材
の
筆
者
を
除
け
ば
、
大
澤
真
幸
ら
と
と
も
に
、

「
論
理
国
語
」
の
代
表
的
筆
者
と
し
て
認
め
ら
れ
よ
う
（
筑
摩
以
外
の
7
研
究
資

料
で
、
5
種
類
の
教
材
を
収
録
）。

と
こ
ろ
で
、
桐
原
で
は
、
3
つ
の
単
元
で
、「︿
知
﹀
の
深
化
」
と
し
て
、
評

論
教
材
と
小
説
教
材
を
組
み
合
わ
せ
た
学
習
を
構
想
し
て
い
る
。

い
の
ち
は
誰
の
も
の
か
？
（
鷲
田
清
一
）
晴
れ
た
空
の
下
で
（
江
國
香
織
）

木
を
伐
る
人
／
植
え
る
人
（
赤
坂
憲
雄
）
な
め
と
こ
山
の
熊
（
宮
沢
賢
治
）

人
間
の
領
域
（
日
高
敏
隆
）

ア
ノ
マ
ロ
カ
リ
ス
（
松
浦
寿
輝
）

こ
れ
ら
の
異
な
る
文
種
の
教
材
を
関
連
付
け
て
学
習
す
る
た
め
に
、「
深
め
る

手
が
か
り
」
と
い
う
︿
手
引
﹀
を
設
定
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
評
論
「
い
の

ち
は
誰
の
も
の
か
？
」
は
、「
か
ら
だ
は
だ
れ
の
も
の
か
、
い
の
ち
は
誰
の
も
の

か
」
と
い
う
問
題
提
起
を
行
う
。
小
説
「
晴
れ
た
空
の
下
で
」
の
語
り
手
は
、

年
老
い
て
現
実
と
記
憶
の
境
界
が
曖
昧
な
状
態
に
あ
る
。︿
手
引
﹀
は
、
人
は

「
誰
と
と
も
に
生
き
て
い
る
の
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
両
教
材
を
結
び
付
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
読
み
取
り
や
学
習
者
の
自
己
認
識
を
深
め
よ
う
と
す
る
。

「
論
理
国
語
」
の
学
習
内
容
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
評
論
と
小
説
を
組
み
合

わ
せ
た
単
元
の
編
成
を
行
う
こ
と
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
三
）
改
善
が
望
ま
れ
る
点

前
節
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
研
究
資
料
で
は
、
個
々
の
単
元
の
編
成
に
つ

い
て
は
、
従
来
の
教
科
書
と
比
べ
て
、
斬
新
さ
を
感
じ
る
多
様
な
試
み
が
認
め

ら
れ
る
。
た
だ
、
単
元
の
体
系
性
や
、
単
元
の
命
名
法
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、

改
善
の
必
要
を
感
じ
る
点
が
あ
る
。

・
猫
は
哲
学
す
る
か
（
野
矢
茂
樹
）

・
学
び
と
は
何
か
︱︿
探
究
人
﹀
に

　
　
　

な
る
た
め
に
（
今
井
む
つ
み
）

・
生
命
倫
理
と
自
由
（
大
澤
真
幸
）
明
治

・
人
を
指
す
言
葉
︱
自
称
詞
・

　
　

対
称
詞
・
他
称
詞
（
鈴
木
孝
夫
）

・
猫
は
後
悔
す
る
か
（
野
矢
茂
樹
）

・
共
感
覚
と
比
喩
（
山
梨
正
明
）
大
修
館

表 4

筆　者　名 収録数
丸山真男 8
夏目漱石　野矢茂樹 7
大澤真幸 6
岩井克人　清岡卓行
河野哲也　鷲田清一 5

石黒　圭　宇野常寛
内田　樹　岡　真理
高階秀爾　広井良典
若林幹夫

4
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先
ず
、
各
研
究
資
料
と
も
、
単
元
の
順
序
に
明
確
な
規
則
性
を
読
み
取
る
こ

と
が
難
し
い
。
序
論
的
単
元
（
三
省
堂
「
論
理
国
語
へ
の
い
ざ
な
い
」
等
）
以

外
は
、
順
序
を
変
更
し
て
も
特
に
問
題
が
無
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
三
省
堂
「
新
論
理
国
語
」（
今
回
の
研
究
資
料
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
）
は
、「
1
論
点
を
整
理
す
る
た
め
に
」
か
ら
、「
9
情
報
を
関
連
づ

け
自
分
の
解
釈
を
形
成
す
る
た
め
に
」「
10
解
釈
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
た

め
に
」
ま
で
、
問
題
を
論
理
的
に
追
究
す
る
過
程
に
沿
っ
た
単
元
編
成
に
な
っ

て
い
る
。
研
究
資
料
に
は
同
様
の
例
は
認
め
ら
れ
な
い
（
明
治
で
は
、
単
元
扉

頁
で
、「
単
元
の
言
語
活
動
」
の
順
序
性
だ
け
は
明
記
さ
れ
て
い
る
）。

順
序
だ
け
で
な
く
、
単
元
相
互
の
関
係
性
も
、
曖
昧
な
例
が
認
め
ら
れ
る
。

複
数
の
研
究
資
料
で
、
主
題
単
元
と
、
論
理
展
開
に
関
す
る
用
語
そ
の
ま
ま
を

名
称
と
す
る
単
元
（
数
研
「
逆
説
」「
具
体
と
抽
象
」、
筑
摩
「
抽
象
か
ら
具
体

へ
」
等
）
が
混
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
数
研
「
文
章
の
背
景
」、
東
書
「
イ
メ
ー

ジ
を
読
む
」
等
も
、
主
題
単
元
の
名
称
と
し
て
は
違
和
感
が
あ
る
。

三
省
堂
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
約
半
数
の
単
元
（
7
／
16
）
で
、「
○
○
社

会
」
と
い
う
言
葉
を
単
元
名
に
使
用
す
る
。[

]
は
、
当
該
単
元
の
「
学
び
を

広
げ
る
」（︿
補
助
教
材
﹀
を
用
い
た
言
語
活
動
）
で
、
同
じ
言
葉
が
ど
う
表
記

さ
れ
て
い
る
か
を
示
し
た
。

「
情
報
社
会
」
を
生
き
る
Ⅰ
・
Ⅱ

／
[

情
報
社
会

]

「
市
民
社
会
」
に
つ
い
て
考
え
る

共
生
社
会
を
創
造
す
る

／
[「
福
祉
社
会
」]

国
際
社
会
を
考
え
る

／
[

多
文
化
共
生
社
会

]

「
リ
ス
ク
社
会
」
を
生
き
る

近
代
・
現
代
社
会
を
考
え
る

並
べ
て
み
る
と
、
な
ぜ
「　
　

」
が
必
要
な
社
会
と
不
要
な
社
会
が
あ
る
の

か
、
福
祉
・
共
生
・
多
文
化
共
生
・
国
際
の
各
社
会
は
相
互
に
ど
の
よ
う
な
関

係
性
に
あ
る
の
か
、「
を
考
え
る
／
を
生
き
る
」
に
は
具
体
的
な
違
い
が
あ
る
の

か
等
、
こ
れ
ら
の
単
元
名
称
に
は
未
整
理
さ
を
感
じ
る
点
が
少
な
く
な
い
。

そ
の
他
、
筑
摩
と
東
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
学
的
な
単
元
名
が
多
い
。

筑
摩
「
多
様
性
の
ほ
う
へ
」「
日
常
の
中
の
論
点
」「
世
界
を
視
る
位
置
」

「︿
私
﹀
の
い
る
場
所
」「︿
私
﹀
を
ひ
ら
く
た
め
に
」

東
書
「
発
見
へ
の
誘
い
」「
学
問
の
ま
な
ざ
し
」「
人
間
を
見
つ
め
る
」「
他

者
の
い
る
思
考
」「
社
会
を
捉
え
直
す
」「
困
難
な
時
代
に
」

各
単
元
名
と
も
意
味
内
容
が
漠
然
と
し
て
い
る
。
両
教
科
書
の
収
録
教
材
の

多
く
は
、
ど
の
単
元
で
も
位
置
付
け
可
能
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
筑
摩
の
近
現
代
・
歴
史
に
関
す
る
単
元
に
は
、「
歴
史
に
向
き
合

う
」
と
「︿
伝
統
﹀
を
見
つ
め
直
す
」、「「
近
代
」
を
再
読
す
る
」
と
「
よ
み
が

え
る
問
い
」
の
よ
う
に
意
味
内
容
の
違
い
が
分
か
り
に
く
い
例
も
存
す
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
桐
原
と
大
修
館
で
は
、
単
元
名
に
副
題
が
付
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
大
修
館
の
副
題
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
単
元
内
の
教
材
の
比

べ
読
み
に
資
す
る
よ
う
な
「
問
い
」
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

「
日
本
語
の
多
様
性
︱
な
ぜ
言
葉
を
使
い
分
け
る
の
か
？
」

「
思
考
の
枠
組
み
︱
認
識
や
行
動
の
違
い
は
何
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
？
」

「
政
治
と
社
会
︱
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
政
治
と
向
き
合
う
べ
き
か
？
」

大
修
館
は
、
他
の
研
究
資
料
と
比
較
す
る
と
、
単
元
編
成
の
意
図
は
理
解
し

や
す
い
。
た
だ
、
副
題
の
問
い
が
大
き
す
ぎ
る
場
合
に
は
、
単
元
内
の
教
材
で

は
十
分
に
明
ら
か
に
で
き
な
い
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
単
元
「
芸

術
と
文
化
」
の
副
題
は
、「
美
し
い
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
？
」
で
あ
る
。
こ
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の
問
い
を
、「
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
と
「
余
白
の
美
学
」
の
2
教
材
で
解
明
す

る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
両
教
材
と
も
、
見
え
な
い
も
の
に
着
目
し
て
、

美
し
さ
を
論
じ
て
い
る
。
設
定
さ
れ
た
「
問
い
」
は
、
こ
の
両
教
材
を
通
し
て

解
明
す
る
の
が
適
切
か
ど
う
か
と
い
う
点
も
一
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

四
〈
手
引
〉
の
検
討

森
田
・
玉
木
（
1
9
9
4
）
で
は
、
頻
出
教
材
「
水
の
東
西
」「
失
わ
れ
た
両

腕
」「
言
葉
の
力
」
の
︿
手
引
﹀
を
分
析
し
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
行
っ
た
。

①︿
手
引
﹀
の
大
半
は
、
内
容
・
論
理
展
開
・
表
現
法
の
把
握
、
部
分
解
釈
等
、

本
文
に
即
し
て
理
解
す
る
「
確
認
読
み
」
に
関
す
る
課
題
で
あ
る
。

②「
確
認
読
み
」
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
も
の
を
客
体
化
し
、
学
習
者
が
評

価
・
吟
味
を
行
う
「
評
価
読
み
」
に
関
す
る
課
題
は
僅
か
で
あ
る
。

③︿
手
引
﹀
に
は
、
何
を
答
え
れ
ば
良
い
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
指
示
に
適
う
の

か
が
分
か
り
に
く
い
課
題
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。

④
各
教
材
の
︿
手
引
﹀
の
大
半
は
、
確
認
読
み
を
済
ま
せ
る
と
、
教
材
か
ら

離
れ
て
、
感
想
、
話
し
合
い
等
に
進
む
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

①
~
④
は
、
約
30
年
前
の
状
況
に
対
す
る
指
摘
で
あ
る
。
た
だ
、
近
年
の

「
現
代
文
」
教
科
書
で
も
、
今
回
の
研
究
資
料
で
も
、
そ
れ
ほ
ど
劇
的
な
変
化
は

認
め
ら
れ
な
い
。
先
の
各
点
に
該
当
す
る
事
例
を
大
量
に
指
摘
で
き
る
。

と
は
い
え
、
研
究
資
料
で
は
、
従
来
の
︿
手
引
﹀
の
問
題
点
を
改
善
す
る
動

き
が
認
め
ら
れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
本
章
で
は
、
読
む

こ
と
に
関
す
る
︿
手
引
﹀
を
取
り
上
げ
、「
読
み
広
げ
」
と
「
評
価
読
み
」
と
い

う
二
つ
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
い
た
い
。

（
一
）「
読
み
広
げ
」
に
関
す
る
課
題

研
究
資
料
の
各
教
材
の
︿
手
引
﹀
に
は
、
言
語
活
動
の
た
め
の
学
習
課
題
が

設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
目
立
つ
の
が
、
教
材
文
中
の
具
体
例
と
類
似
の

題
材
を
探
す
と
い
う
、
次
の
よ
う
な
学
習
課
題
で
あ
る
（
以
下
、
引
用
部
中
の

傍
線
は
全
て
論
者
に
よ
る
）。

「
漫
画
、
ア
ニ
メ
、
小
説
、
記
事
、
ド
ラ
マ
、
映
画
な
ど
か
ら
、「
集
団
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
結
び
つ
い
た
言
葉
遣
い
の
情
報
」
の
例
を
あ
げ
て
、
話
し

合
っ
て
み
よ
う
。」

三
省
堂
「
言
葉
が
つ
く
る
女
と
男
」

「「﹃
意
志
﹄
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
際
、
我
々
自
身
が
し
ば
し
ば
陥
る
混

乱
」
と
あ
る
が
、「
選
択
」
を
「
意
志
」
と
と
ら
え
て
い
る
具
体
例
が
身
近

に
な
い
か
考
え
て
、
説
明
し
て
み
よ
う
。」

数
研
「
意
志
と
選
択
」

探
索
の
対
象
と
な
る
具
体
例
は
、「
異
類
婚
姻
譚
の
悲
劇
」「
映
画
や
小
説
の

中
で
の
女
性
の
描
か
れ
方
」「
賛
否
で
社
会
的
議
論
が
起
こ
っ
た
政
治
的
ア
ジ
ェ

ン
ダ
」「﹃
な
ぜ
○
○
は
×
×
な
の
か
﹄
と
い
う
書
名
の
よ
う
に
、
特
定
の
主
張

や
価
値
観
を
前
提
に
し
た
表
現
」
他
、
実
に
多
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
学
習
課
題
の
作
成
は
容
易
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
紹
介
し
た

通
り
、
学
習
者
に
対
し
て
は
、
か
な
り
特
殊
な
具
体
例
ま
で
要
求
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
、
先
の
引
用
例
の
よ
う
に
、
具
体
例
の
調
査
だ
け
で

実
質
的
な
学
習
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
学
習
課
題
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
こ
れ

ら
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、
先
の
③
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。

も
ち
ろ
ん
、
具
体
例
を
求
め
な
が
ら
も
、
教
材
本
文
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
狙
っ
た
学
習
課
題
も
認
め
ら
れ
る
。
次
に
示
す
の
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。

「
本
文
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
西
洋
の
油
絵
」
や
「
西
欧
の
宮
殿
庭
園
」
な

ど
の
図
版
を
示
す
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
も
の
が
よ
い
か
、
本
文
の
内
容
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を
ふ
ま
え
て
探
し
て
み
よ
う
」

大
修
館
「
余
白
の
美
学
」

「
も
し
あ
な
た
が
「
未
来
の
地
質
学
者
」
な
ら
ば
、
二
一
世
紀
初
め
の
地
球

環
境
を
め
ぐ
る
議
論
を
ど
う
位
置
づ
け
る
だ
ろ
う
か
。
自
分
な
り
に
想
像

し
て
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。」

筑
摩
「
人
新
世
に
お
け
る
人
間
」

そ
の
他
に
、
教
材
本
文
の
内
容
を
応
用
し
て
、
他
の
事
例
に
対
す
る
分
析
を

行
う
と
い
う
、
次
の
よ
う
な
課
題
も
認
め
ら
れ
る
。

「
本
文
の
論
旨
を
踏
ま
え
て
、
中
島
敦
「
山
月
記
」
や
太
宰
治
「
清
貧
譚
」

な
ど
の
物
語
作
品
を
読
み
、
私
た
ち
が
物
語
の
ど
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
「
解
釈
」
を
行
い
な
が
ら
読
ん
で
い
る
か
、
気
づ
い
た
こ
と

を
ま
と
め
て
み
よ
う
。」

筑
摩
「
物
語
る
と
い
う
欲
望
」

こ
の
教
材
は
、「
解
釈
」
を
「
論
理
的
架
橋
（
読
者
が
、
テ
ク
ス
ト
の
意
味
の

亀
裂
を
弥
縫
す
る
た
め
に
脈
絡
を
つ
け
る
行
為
）」
だ
と
説
明
す
る
。
こ
の
視
点

か
ら
物
語
作
品
を
読
み
直
す
と
い
う
の
は
、
有
意
義
な
学
習
と
な
り
え
る
。
さ

ら
に
、
評
価
読
み
の
た
め
に
、
教
材
本
文
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、「
解
釈
」
に

関
す
る
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
も
考
え
た
い
。

三
省
堂
「
落
語
の
中
の
経
済
学
」
は
、
落
語
「
千
両
み
か
ん
」
の
作
品
分
析

を
通
し
て
、
私
的
価
値
と
市
場
価
格
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。︿
手

引
﹀
に
は
、
次
の
よ
う
な
学
習
課
題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

「
商
取
引
を
テ
ー
マ
に
す
る
落
語
の
「
道
具
屋
」「
は
て
な
の
茶
碗
」「
壺

算
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
「
意
外
と
深
い
経
済
の
議
論
が
隠
れ
て
い

る
。」
の
か
調
べ
、
気
づ
い
た
こ
と
を
発
表
し
て
み
よ
う
。」

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
落
語
3
題
は
、
教
材
本
文
で
は
題
名
だ
け
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
教
材
内
容
が
参
考
に
な
る
と
は
い
え
、
作
品
中
に
隠
さ
れ
た
経
済
の

議
論
を
発
見
・
分
析
す
る
と
い
う
の
は
、
高
校
生
に
と
っ
て
、
そ
れ
ほ
ど
容
易

な
こ
と
で
は
な
い
。「
意
外
と
深
い
」
と
い
う
基
準
も
曖
昧
で
あ
る
。

具
体
例
の
収
集
に
よ
る
教
材
の
読
み
広
げ
に
関
す
る
学
習
課
題
は
、
拡
散
的

な
活
動
で
終
わ
ら
ず
に
、
教
材
本
文
の
論
旨
を
再
検
証
す
る
活
動
に
結
び
付
く

も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
現
状
で
は
、
そ
の
意
味
で
十
分
に
機
能
的
で

あ
る
と
い
う
学
習
課
題
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
二
）「
評
価
読
み
」
に
関
す
る
課
題

本
節
で
は
、
評
価
読
み
に
関
す
る
学
習
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

明
治
「
論
理
の
窓
3

批
判
的
に
読
む
」
は
、
教
科
書
教
材
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
教
科
書
内
の
記
述
と
し
て
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。

「
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
文
章
は
全
て
正
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う

な
文
章
に
も
、
誤
っ
た
部
分
や
偏
っ
た
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

教
科
書
に
載
る
よ
う
な
文
章
は
、
誤
っ
た
内
容
を
可
能
な
限
り
減
ら
し
、

努
め
て
客
観
的
に
書
か
れ
た
文
章
な
の
で
、
誤
り
の
少
な
い
質
の
高
い
文

章
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。」
明
治
「
論
理
の
窓
6
」

教
科
書
教
材
の
「
質
は
高
い
」
と
評
価
し
な
が
ら
も
、
問
題
点
と
無
縁
な
存

在
で
は
な
い
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
教
材
観
を
踏
ま
え
て
、「
批

判
的
読
み
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
適
切
に
情
報
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
先
入
観
を
排
除
し
て
、
書
か
れ
て

い
る
こ
と
が
正
確
か
、
妥
当
か
と
い
っ
た
こ
と
を
適
切
に
吟
味
し
な
が
ら

読
む
必
要
が
あ
る
。
そ
う
し
た
読
み
方
を
「
批
判
的
読
み
」
と
い
う
。

「
批
判
的
」
と
い
う
言
葉
は
、
英
語
の
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
」
に
相
当
し
、

単
な
る
あ
ら
探
し
で
は
な
く
、
論
理
的
に
考
え
て
お
か
し
な
と
こ
ろ
を
見

つ
け
る
分
析
的
思
考
法
を
指
す
。」
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論
者
の
考
え
る
評
価
読
み
は
、
こ
の
引
用
部
の
傍
線
部
の
態
度
と
一
致
す
る
。

先
に
②
と
し
て
指
摘
し
た
と
お
り
、
従
来
の
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
の
評

論
・
論
説
教
材
の
︿
手
引
﹀
で
は
、
評
価
読
み
（
批
判
的
読
み
）
に
関
す
る
学

習
課
題
は
稀
に
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

今
期
も
、
こ
の
よ
う
な
学
習
課
題
が
︿
手
引
﹀
の
中
に
確
実
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
と
比
較
す
る
と
、
学

習
者
が
評
価
意
識
を
発
揮
で
き
る
学
習
課
題
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
課
題
は
、
評
価
読
み
の
起
点
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

「
本
文
を
読
み
、
筆
者
の
意
図
や
表
現
の
特
徴
か
ら
、
な
ぜ
こ
の
文
章
を
書

い
た
の
か
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
書
い
た
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。」

明
治
「
な
ぜ
科
学
を
学
ぶ
の
か
」

「
筆
者
の
主
張
に
つ
い
て
、
疑
問
点
や
了
解
で
き
な
い
点
が
な
い
か
考
え
て

み
よ
う
。
ま
た
、
本
文
を
適
切
に
引
用
し
つ
つ
、
そ
の
部
分
に
対
し
て
自

分
の
意
見
を
述
べ
る
文
章
を
書
い
て
み
よ
う
。」

大
修
館
「
地
球
シ
ス
テ
ム
の
中
の
人
間
」

こ
の
よ
う
な
汎
用
性
の
高
い
学
習
課
題
は
、
あ
ら
ゆ
る
教
材
で
活
用
で
き
る
。

評
価
読
み
の
た
め
の
基
本
的
な
態
度
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
重
要
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
実
際
の
授
業
を
構
想
す
る
際
に
は
、
教
材
の
ど
こ
に
着
目
し
た

ら
良
い
の
か
が
明
確
な
、
次
の
よ
う
な
学
習
課
題
の
設
定
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

「「
日
本
の
伝
統
文
化
を
、
西
洋
の
影
響
か
ら
区
別
し
て
拾
い
出
す
な
ど
と

い
う
こ
と
は
、
今
の
日
本
で
は
到
底
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。」
と
あ
る
が
、

こ
の
主
張
を
支
え
る
た
め
に
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
か
、

説
明
し
て
み
よ
う
。」

明
治
「
日
本
文
化
の
雑
種
性
」

明
治
の
︿
手
引
﹀
は
、
こ
の
よ
う
な
評
価
読
み
（
批
判
的
読
み
）
に
つ
な
が

る
学
習
課
題
を
、
他
の
研
究
資
料
よ
り
多
く
設
定
す
る
。
典
型
例
と
し
て
、
妥

当
性
の
評
価
に
関
す
る
も
の
を
示
す
。

「
生
命
倫
理
学
に
お
い
て
、
自
己
の
生
命
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
人
々
の

反
発
や
不
安
を
引
き
起
こ
す
理
由
を
筆
者
は
ど
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
か
。

そ
の
論
拠
を
探
し
、
妥
当
で
あ
る
か
検
討
し
よ
う
」
「
生
命
倫
理
と
自
由
」

「「
イ
メ
ー
ジ
の
時
代
と
文
化
産
業
」
に
お
い
て
、
筆
者
が
私
た
ち
の
「
想

像
力
」
を
奪
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
を
指
摘

し
、
そ
れ
が
筆
者
の
主
張
を
支
え
る
根
拠
の
事
例
と
し
て
妥
当
か
否
か
吟

味
し
よ
う
」

単
元
の
言
語
活
動
2
①
考
え
て
み
よ
う

根
拠
・
具
体
例
の
検
討
は
、
教
材
の
論
理
展
開
の
検
証
の
た
め
に
も
重
要
で

あ
る
。
そ
の
他
の
研
究
資
料
で
も
、
同
様
の
学
習
課
題
は
認
め
ら
れ
る
。
次
に

示
す
の
は
、
大
修
館
「
記
号
的
メ
デ
ィ
ア
と
物
理
的
メ
デ
ィ
ア
」
の
例
で
あ
る
。

「
図
1
中
の
「
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
」
と
は
何
か
。
調
べ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
そ

れ
が
「
書
き
言
葉
」
と
同
じ
位
置
に
示
さ
れ
て
い
る
の
は
妥
当
か
ど
う
か

考
え
て
み
よ
う
。」

引
用
部
中
の
図
1
と
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
「
記
号
的
／
物
理
的
」
と
い
う
観
点

で
行
っ
た
分
類
図
で
あ
る
。
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
、
言
語
を
使
わ
ず
に
情
報
を
伝

達
す
る
た
め
の
簡
略
化
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
こ
と
で
あ
る
。
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の

説
明
は
、
教
材
本
文
に
は
無
い
。
教
材
本
文
に
登
場
す
る
記
号
的
メ
デ
ィ
ア
は
、

言
語
だ
け
で
あ
る
。
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
と
書
き
言
葉
の
位
置
付
け
の
分
析
は
、
教

材
の
評
価
読
み
の
た
め
の
有
効
な
学
習
課
題
と
な
る
。

さ
ら
に
、
大
修
館
で
は
、
後
掲
の
各
教
材
で
、
教
科
書
編
集
者
が
、
教
材
本

文
に
関
連
す
る
グ
ラ
フ
を
独
自
に
補
っ
て
い
る
。

・
家
族
化
す
る
ペ
ッ
ト
（
山
田
昌
弘
）
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・
敬
語
へ
の
自
覚
、
他
者
へ
の
自
覚
（
橋
本
治
）

・
ポ
ス
ト
真
実
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
役
割
（
国
谷
裕
子
）

・
地
球
シ
ス
テ
ム
の
中
の
人
間
（
竹
内
啓
）

こ
の
う
ち
、「
家
族
化
す
る
ペ
ッ
ト
」
で
は
、「﹃
一
番
大
切
な
も
の
﹄
に
対
す

る
回
答
の
推
移
」
を
示
し
た
グ
ラ
フ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
は
、

2
0
0
8
年
ま
で
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。︿
手
引
﹀
は
、
同
年
以
降
ど
の
よ
う
に
推

移
し
て
い
る
か
を
調
べ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
3
教
材
で
も
、
教
材
本
文
と
グ
ラ
フ
の
関
係
を
検
証
す
る
学
習
課

題
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

大
修
館
に
限
ら
ず
、
各
研
究
資
料
に
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
グ
ラ
フ
や
図
表
等
が

多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
経
由
で
、
画
像
・
動
画
資
料
を
紹
介
す

る
こ
と
も
一
般
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
視
覚
的
資
料
に
関
し
て
も
、
評
価
読
み
は
、
重
要
な
学
習
課
題

と
な
る
。
次
の
学
習
課
題
は
、
そ
の
た
め
に
有
効
な
視
点
を
提
供
す
る
。

「
1
図
1
・
2
の
ツ
リ
ー
マ
ッ
プ
を
見
て
、
筆
者
が
あ
げ
て
い
る
特
徴
以
外

に
気
づ
い
た
点
を
あ
げ
て
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

2
本
文
に
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
以
外
に
、
図
5
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
あ

げ
て
み
よ
う
。
ま
た
、
図
5
の
よ
う
に
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
一
六
年
に

か
け
て
、
地
域
ご
と
の
所
得
階
層
の
割
当
が
変
化
し
た
理
由
を
話
し
合
っ

て
み
よ
う
。」

明
治
「
二
一
〇
〇
年
の
世
界
地
図
」

図
1
・
2
は
、
世
界
の
人
口
分
布
の
ツ
リ
ー
マ
ッ
プ
（
2
0
0
1
年
、
2
1

0
0
年
）
で
あ
る
。
教
材
で
は
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
の
特
徴
は
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
他
の
地
域
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
図
5
に
関
し
て
は
、

筆
者
は
、
こ
の
両
年
の
地
域
別
の
所
得
分
配
に
つ
い
て
、
丁
寧
な
説
明
を
行
っ

て
い
る
も
の
の
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
地
域
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
教
材
を
含
む
「
単
元
の
言
語
活
動
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
地
図

を
作
成
す
る
観
点
の
吟
味
を
求
め
る
課
題
も
示
さ
れ
て
い
る
。

「「
二
一
〇
〇
年
の
世
界
地
図
」
で
は
人
口
規
模
か
ら
見
た
世
界
地
図
が
作

成
さ
れ
て
い
る
が
、「
人
口
」
や
「
国
の
面
積
」
以
外
に
世
界
を
分
類
す
る

観
点
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
か
、
提
案
し
よ
う
。」

五

授
業
で
の
活
用
に
当
た
っ
て

本
稿
で
は
、
単
元
編
成
と
︿
手
引
﹀
に
着
目
し
て
、
各
研
究
資
料
の
検
討
を

行
っ
た
。
両
点
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
科
書
編
集
者
が
、「
深
い
学

び
」
の
実
現
の
た
め
に
行
っ
た
創
意
工
夫
の
一
端
を
指
摘
で
き
た
。

単
元
編
成
で
言
え
ば
、
今
期
は
、
複
数
の
教
材
を
丁
寧
に
読
み
比
べ
る
学
習

が
実
現
で
き
る
よ
う
な
、
興
味
深
い
単
元
が
多
く
設
定
さ
れ
て
い
た
。

研
究
資
料
で
は
、
各
単
元
の
教
材
数
は
平
均
3
教
材
で
あ
る
。
3
教
材
と
い

う
の
は
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
深
く
掘
り
下
げ
る
た
め
に
必
要
十
分
な
数
だ
と
は

言
い
難
い
。
そ
の
た
め
、
筑
摩
の
︿
手
引
﹀
で
は
、
単
元
内
の
教
材
を
、
他
の

単
元
の
教
材
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
学
習
課
題
も
設
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
三
省
堂
、
筑
摩
、
東
書
、
桐
原
は
、︿
補
助
教
材
﹀︿
資
料
﹀
等
で
、

現
代
社
会
を
読
み
解
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
用
語
解
説
を
掲
載
す
る
。
三
省

堂
・
筑
摩
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
関
連
性
を
持
つ
収
録
教
材
を
明
記
す
る
。
こ

れ
ら
を
手
が
か
り
に
し
た
新
単
元
の
構
想
も
可
能
で
あ
る
。

単
元
の
再
構
成
の
手
が
か
り
は
、
他
に
も
認
め
ら
れ
る
。
桐
原
は
、
教
材
の

「
分
野
別
マ
ッ
プ
」
を
提
示
す
る
。
さ
ら
に
、
桐
原
の
内
容
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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は
、「
分
野
別
マ
ッ
プ
」
と
は
異
な
る
分
類
図
を
掲
載
す
る
。
大
修
館
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
、
収
録
教
材
の
主
題
別
の
分
類
図
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
分
類
図
は
、

主
題
の
枠
を
越
え
た
教
材
の
結
び
付
き
も
明
示
し
て
い
る
。

授
業
構
想
に
あ
た
っ
て
は
、
教
科
書
に
用
意
さ
れ
た
単
元
を
越
え
た
教
材
の

比
べ
読
み
に
果
敢
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
実
践
者
に
は
望
ま
れ
よ
う
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
単
元
主
題
の
追
究
を
中
心
課
題
と
す
る
学
習
は
、
や

や
も
す
れ
ば
情
報
収
集
・
内
容
把
握
に
偏
っ
た
学
習
に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
。
あ

く
ま
で
も
国
語
科
と
し
て
の
学
習
に
な
る
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
各
教
材
の
学
習
に
当
た
っ
て
は
、
確
認
読
み
だ
け
に
止
ま

ら
ず
、
吟
味
・
評
価
の
読
み
の
学
習
を
組
み
込
む
こ
と
が
重
要
に
な
ろ
う
。
そ

の
際
に
は
、
実
践
者
・
学
習
者
と
も
、
先
の
明
治
の
「
批
判
的
読
み
」
に
関
す

る
引
用
部
の
よ
う
に
、
教
科
書
教
材
の
特
質
と
問
題
点
を
多
角
的
に
解
明
す
る

態
度
が
求
め
ら
れ
る
。

今
期
の
︿
手
引
﹀
に
は
、
教
材
の
読
み
深
め
・
読
み
広
げ
の
た
め
に
有
効
な

学
習
課
題
が
認
め
ら
れ
た
。
実
践
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
課
題
の
特
性
を
十

分
に
吟
味
し
た
上
で
、
授
業
の
中
で
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

六

お
わ
り
に

図
1
は
、
本
稿
の
検
討
結
果
を
整
理
し
た
見
取
り
図
で
あ
る
。
本
稿
の
2
つ

の
観
点
を
座
標
軸
と
し
て
、
各
研
究
資
料
を
位
置
付
け
た
。

む
ろ
ん
、
こ
の
図
の
分
類
は
、
あ
く
ま
で
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
。
厳
密
な

量
的
デ
ー
タ
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
東
書
・
第
一
と
も
、
新
し
い
試
み
を
含

む
こ
と
は
既
に
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

加
え
て
、
新
機
軸
が
多
く
認
め
ら
れ
る

こ
と
が
、
学
習
の
質
を
担
保
す
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
明

治
は
、
本
居
宣
長
「
石
上
私
淑
言
」
と
柳

宗
元
「
送
薛
存
義
序
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
評

論
文
教
材
と
組
み
合
わ
せ
た
主
題
単
元
を

設
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
両
教
材

の
単
元
内
で
の
位
置
付
け
方
に
は
、
か
な

り
無
理
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
言
う
ま

で
も
な
く
明
治
や
大
修
館
に
も
、
旧
来
の
教
科
書
が
抱
え
て
い
た
問
題
点
は
残

存
し
て
い
る
。

本
稿
で
検
討
し
た
「
単
元
編
成
」
と
︿
手
引
﹀
以
外
で
は
、
書
く
こ
と
の
学

習
を
教
科
書
内
に
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
、
ど
の
よ
う
に
具
体
化
し
て
い
る
の

か
と
い
う
点
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
資
料
の
独
自
性
を
分
析
す
る
た
め
に
重
要

な
観
点
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

学
習
指
導
要
領
は
、「
論
理
国
語
」（
4
単
位
）
の
読
む
こ
と
の
標
準
時
間
数

を
80
~
90
時
間
、
書
く
こ
と
は
50
~
60
時
間
と
規
定
し
て
い
る
。
書
く
こ
と
の

時
間
数
は
、「
現
代
の
国
語
」（
2
単
位
）
の
30
~
40
時
間
よ
り
少
な
い
も
の
の
、

「
文
学
国
語
」（
4
単
位
）
の
30
~
40
時
間
と
比
べ
る
と
か
な
り
多
い
。

今
期
発
行
の
「
国
語
表
現
」
教
科
書
は
、
大
修
館
書
店
の
1
種
類
の
み
で
あ

る
。「
国
語
表
現
」
の
学
習
内
容
は
、
高
校
2
・
3
年
生
段
階
で
は
、「
論
理
国

語
」
が
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
状
で
は
、
書
く
こ
と
の
学
習
の
位
置
づ
け
は
、
各
研
究
資
料
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
単
元
編
成
や
︿
手
引
﹀

単元編成 新機軸

〈手引〉
新機軸

桐原
明治

大修館

第一

東書

数研

筑摩

図 1
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に
対
し
て
も
、
新
た
な
観
点
か
ら
の
分
析
が
可
能
と
な
る
。
別
稿
で
の
検
討
を

期
し
た
い
。
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